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資産活用型
21,387億円

人財活用型

6,080億円

都市開発
15,953億円

戦略投資
5,433億円

管理運営

4,058億円

不動産流通

2,021億円
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長期経営方針の再構築フェーズとして、アフターコロナの再成長に向けた稼ぐ力と効率性の向上を推進する。

ビジネスモデル変革による

顧客体験価値向上による

生産性向上・効率的投資による

誰もが自分らしく、いきいきと輝ける未来の実現

2026-2030

長期経営方針：強靭化フェーズ

2021-2025

長期経営方針：再構築フェーズ
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人財資産

グループの強みに「環境経営」と「DX」を組み合わせ、独自性のある価値を創造する。

知的資産活用 パートナー共創

幅広いアセット活用

事業プロデュース力

豊富なお客さま接点

人財と運営ノウハウ

資産活用型ビジネス
都市開発事業／戦略投資事業

人財活用型ビジネス
管理運営事業／不動産流通事業
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•

•

•

•

•

•
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脱炭素社会・循環型社会・生物多様性への取り組みを通じて、環境を起点とした事業機会の拡大をめざす。

すべての事業を通じた環境負荷低減

環境に寄与する快適な街と暮らしの創造

地権者や地域に寄り添う開発・事業構築

ユーザーの感性に訴える環境価値提案
×

長期経営方針 当社グループの強み

3つの環境重点課題

主な外部評価（2021年度）

中期経営計画
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•
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•

•

•

•

•

•
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当社グループが保有する「資産」と「人財」の価値をDXで最大化し、新たな収益モデルの確立をめざす。

開発から管理・運営・仲介までの一貫体制

リアルの場を中心とした豊富なお客さま接点
×

当社グループの強み長期経営方針

中期経営計画

資産活用型ビジネス

•

•

人財活用型ビジネス

•

•
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マテリアリティに基づき、財務・非財務を統合した目標指標の達成をめざす。
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本計画前半の事業構造改革および後半の大型開発物件の稼働により、2025年度に向けた利益成長と効率性向上をめざす。

2021年度 2025年度2022年度 2030年度

838億円

900億円

1,500億円以上

351億円 370億円

750億円以上

3.2％
3.4％

5％以上

2.0倍以下

10%以上

2.3倍 2.3倍

5.7％ 5.7％

1,200億円

650億円

4％

9％

2.2倍以下
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営業CF 投資CF 財務CF

2025年度末のD/Eレシオ2.2倍以下を前提として、ネット投資額5,700億円の計画（2021年度～2025年度）とする。

20,000億円 •
•

13,300億円
•

•

6,700億円
•

•

•

1,500億円

500億円

• 有利子負債 16,500億円

• Ｄ/Eレシオ 2.2倍以下

• 配当性向30％以上

• 安定的な配当の継続維持
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成長再投資を通じてEPSを増大させ、当面は配当性向 30％以上を安定的に継続維持していく。

2022
（中計発表時予想）

8.0 

10.0 

12.0 
13.0 

14.5 
15.5 

16.0 16.0 
17.0 

18.0 

19.2%

24.1% 25.4% 25.1% 25.1%

27.3%
29.8%

53.1%

34.8% 35.0%

30％以上を継続維持

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2025
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人財と資産活用の観点から事業を分け、社会的役割の親和性が高い事業領域に区分してセグメントを管理する。

オフィス・商業施設事業

住宅事業

インフラ・
インダストリー事業

投資運用事業

海外事業

管理事業

ウェルネス事業

環境緑化事業等

仲介事業

賃貸住宅サービス事業等
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観光需要回復による管理運営や、インフラ・インダストリー事業が拡大する戦略投資が利益成長を牽引していく。

都市開発

戦略投資

管理運営

不動産流通

全社/消去

（対2021年度 ＋0.4pt）

•

•

•

（対2021年度 ＋3.9pt）

•

•

261

147

519

△89 △111

278

117

497

119

△180

350

280

500

250

2021年度 2025年度2022年度

838億円

900億円

1,200億円
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838億円 900億円

400
（約180)

100

オフィス・商業施設事業
（うち、売却益）

431
(228)

447
(約270)

住宅事業 89 50

インフラ・インダストリー事業 90 105

投資運用事業 55 53

海外事業 2 △40

管理事業 79 110

ウェルネス事業 △53 3

環境緑化事業 8 5

ハンズ事業 △40 ー

仲介事業 211 227

賃貸住宅サービス事業等 47 51

1,200億円

200

70

10

145

100

5

ー

270

80
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定量評価と定性評価の2軸で事業ポートフォリオを管理し、各事業の変革と成長をめざす。

定性評価

資産活用型ビジネス 人財活用型ビジネス

インフラ・インダストリー事業

レジャー事業

海外事業

住宅事業

定
量
評
価

ホテル事業

賃貸住宅サービス事業等

仲介事業

管理事業

オフィス事業

ヘルスケア事業

商業施設事業

投資運用事業

ハンズ事業

レジャー事業

ヘルスケア事業

商業施設事業







387 448 449 507 499 525 550

91

80 81

82 86
87 66

60
64 76

58 79 35

△114

9
11 3

4 8 2

△44

△6 △30 △19 △22

9

△14

△28

94

102 113

132
139

152
12355

70
97

76
54 85

84

△57 △57 △66 △63 △71 △81

△73

△73 △89 △105

417 519 513

121

147 118

△88
△1

114

189

261

310

633 

688 
732 

775 802 793 

565 

565 

838 

950 

0億円

200億円

400億円

600億円

800億円

1,000億円

15/3 16/3 17/3 18/3 19/3 20/3 21/3 21/3 22/3 23/3

都市

管理

ウェルネス

ハンズ

次世代・関連

仲介

住宅

エクセルを閉じると凡例が崩れるので作ったらパワポに貼る所まで済ませてから完了とする
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株主価値・企業価値の向上









90%

10%

固定賃料 歩合賃料







渋谷南東急ビル

浜松町スクエア 新青山東急ビル

内幸町東急ビル

恵比寿ビジネスタワー 渋谷プレイス

新橋東急ビル

霞が関東急ビル

日本橋丸善東急ビル 日本橋フロント 新目黒東急ビル

神保町北東急ビル



東急プラザ赤坂

東急プラザ表参道原宿 あべのキューズモール

みのおキューズモール

あまがさきキューズモール

東急プラザ銀座

もりのみや

キューズモールBASE
デックス東京ビーチ

ノースポートモール

東急プラザ戸塚



（MW）*








